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4　年間指導計画に設定した地域学校協働活動の90％以上を実施 A　学校評価アンケート「ア」①「地域連携教育活動」肯定的評価　80％以上

3　年間指導計画に設定した地域学校協働活動の８０％以上を実施 B　学校評価アンケート「ア」①「地域連携教育活動」肯定的評価　70％以上

2　年間指導j計画に設定した地域学校協働活動の７０％以上を実施 C　学校評価アンケート「ア」①「地域連携教育活動」肯定的評価　55％以上

1　年間指導計画に設定した地域学校協働活動の実施が７０％未満 D　学校評価アンケート「ア」①「地域連携教育活動」肯定的評価　55％未満

4　必要情報の90％以上を周知・意見交換 A　学校評価アンケート「ア」②「地域との一体化」肯定的評価　80％以上

3　必要情報の80％以上を周知・意見交換 B　学校評価アンケート「ア」②「地域との一体化」肯定的評価　70％以上

2　必要情報の70％以上を周知・意見交換 C　学校評価アンケート「ア」②「地域との一体化」肯定的評価　55％以上

1　必要情報の70％未満を周知・意見交換 D　学校評価アンケート「ア」②「地域との一体化」肯定的評価　55％未満

4　週4回以上の更新 A　学校評価アンケート「ア」③「情報発信」肯定的評価　80％以上

3　週3回以上の更新 B　学校評価アンケート「ア」③「情報発信」肯定的評価　70％以上

2　週2回以上の更新 C　学校評価アンケート「ア」③「情報発信」肯定的評価　55％以上

1　週１回以上の更新 D　学校評価アンケート「ア」③「情報発信」肯定的評価　55％未満

4　90％以上のクラスで意識して公開に努めた A　学校評価アンケート「ア」④「教育活動公開」肯定的評価　80％以上

3　80％以上のクラスで意識して公開に努めた B　学校評価アンケート「ア」④「教育活動公開」肯定的評価　70％以上

2　70％以上のクラスで意識して公開に努めた C　学校評価アンケート「ア」④「教育活動公開」肯定的評価　55％以上

1　公開に努めたクラスが70％未満だった D　学校評価アンケート「ア」④「教育活動公開」肯定的評価　55％未満

4　90％以上の授業で意識して授業した A　学校評価アンケート「イ」①「基礎基本習得」肯定的評価　80％以上

3　80％以上の授業で意識して授業した B　学校評価アンケート「イ」①「基礎基本習得」肯定的評価　70％以上

2　70％以上の授業で意識して授業した C　学校評価アンケート「イ」①「基礎基本習得」肯定的評価　55％以上

1　70％未満の授業で意識して授業した D　学校評価アンケート「イ」①「基礎基本習得」肯定的評価　55％未満

4　90％以上の授業で実施 A　児童アンケート肯定的評価80％以上

3　80％以上の授業で実施 B　児童アンケート肯定的評価70％以上

2　70％以上の授業で実施 C　児童アンケート肯定的評価55％以上

1　70％未満の授業で実施 D　児童アンケート肯定的評価55％未満

4　90％以上の単元で実施 A　学校評価アンケート「イ」②③④「学びに向かう姿勢」肯定的評価　80％以上

3　80％以上の単元で実施 B　学校評価アンケート「イ」②③④「学びに向かう姿勢」肯定的評価　70％以上

2　70％以上の単元で実施 C　学校評価アンケート「イ」②③④「学びに向かう姿勢」肯定的評価　55％以上

1　70％未満の単元で実施 D　学校評価アンケート「イ」②③④「学びに向かう姿勢」肯定的評価　55％未満

4　90％以上の単元で実施 A　児童アンケート肯定的評価80％以上

3　80％以上の単元で実施 B　児童アンケート肯定的評価70％以上

2　70％以上の単元で実施 C　児童アンケート肯定的評価55％以上

1　70％未満の単元で実施 D　児童アンケート肯定的評価55％未満

4　90％以上の授業で実施 A　児童の80％以上が振り返り実施

3　80％以上の授業で実施 B　児童の70％以上が振り返り実施

2　70％以上の授業で実施 C　児童の55％以上が振り返り実施

1　70％未満の授業で実施 D　児童の55％未満が振り返り実施

4　すべてのいじめに対して指導継続 A　児童アンケート肯定的評価80％以上

3　90％以上のいじめに対して指導継続 B　児童アンケート肯定的評価70％以上

2　80％以上のいじめに対して指導継続 C　児童アンケート肯定的評価55％以上

1　80％未満のいじめに対して指導継続 D　児童アンケート肯定的評価55％未満

4　90％以上の指導場面で実施 A　児童アンケートでの満足評価　８０％以上

3　80％以上の指導場面で実施 B　児童アンケートでの満足評価　７０％以上

2　70％以上の指導場面で実施 C　児童アンケートでの満足評価　５５％以上

1　70％未満の指導場面で実施 D　児童アンケートでの満足評価　５５％未満

4　安全教育の授業で月に1回以上指導実施 A　学校評価アンケート「ウ」④⑤「安全意識・ネットマナー」肯定的評価　８０％以上

3　安全教育の授業で学期に2回以上指導実施 B　学校評価アンケート「ウ」④⑤「安全意識・ネットマナー」肯定的評価　７０％以上

2　安全教育の授業で学期に１回以上指導実施 C　学校評価アンケート「ウ」④⑤「安全意識・ネットマナー」肯定的評価　５５％以上

1　安全教育の授業で年に2回以上実施 D　学校評価アンケート「ウ」④⑤「安全意識・ネットマナー」肯定的評価　５５％未満

4　90％以上の指導場面で実施 A　80％以上の児童が課題項目で体力が向上

3　80％以上の指導場面で実施 B　70％以上の児童が課題項目で体力が向上

2　70％以上の指導場面で実施 C　55％以上の児童が課題項目で体力が向上

1　70％未満の指導場面で実施 D　55％未満の児童が課題項目で体力が向上

4　90％以上の指導場面で実施 A　学校評価アンケート「エ」②「食習慣・生活習慣」肯定的評価　80％以上

3　80％以上の指導場面で実施 B　学校評価アンケート「エ」②「食習慣・生活習慣」肯定的評価　70％以上

2　70％以上の指導場面で実施 C　学校評価アンケート「エ」②「食習慣・生活習慣」肯定的評価　55％以上

1　70％未満の指導場面で実施 D　学校評価アンケート「エ」②「食習慣・生活習慣」肯定的評価　55％未満

4　90％以上の指導場面で実施 A　学校評価アンケート「エ」①「学校や家庭でのきまり」肯定的評価　80％以上

3　80％以上の指導場面で実施 B　学校評価アンケート「エ」①「学校や家庭でのきまり」肯定的評価　70％以上

2　70％以上の指導場面で実施 C　学校評価アンケート「エ」①「学校や家庭でのきまり」肯定的評価　55％以上

1　70％未満の指導場面で実施 D　学校評価アンケート「エ」①「学校や家庭でのきまり」肯定的評価　55％未満

4　90％以上の必要情報に対して実施 A　必要な情報の80％以上を共有

3　80％以上の必要情報に対して実施 B　必要な情報の７0％以上を共有

2　70％以上の必要情報に対して実施 C　必要な情報の55％以上を共有

1　70％未満の必要情報に対して実施 D　必要な情報の55％未満を共有

取組指標の評価基準（結果数値からABCD評価へ）
取組指標平均　３．５以上　　　　　　　⇒　評価A
取組指標平均　３以上３．５未満　　　⇒　評価B
取組指標平均　２以上３未満　　　　　⇒　評価C
取組指標平均　２未満　　　　　　　　　⇒　評価D

　　　　　　　　　　　　※　学校独自に設定する場合は、枠内を修正明記してください。

B⇒　取組・成果ともに評価できるが、さらに改善したい

保護者の気持ちに寄り添い、良好な
人間関係のもとに、教育活動を積極
的に公開する。

A

　成果指標評価基準

体力テストの結果分析を生かした体
育科の授業や小山田フェスタを実施
し、運動の日常化に向けた取組を行
う。

A⇒　取組・成果ともに十分評価できる

外部人材を活用した教育活動の推
進は年間計画に沿って各学年で
滞りなく実施できた。
学校運営協議会も年間５回の定例
会に加えて、学校問題に関する臨
時会も行い、多くの議題に対して
貴重なご意見をいただけた。
情報発信の取組指標としたホーム
ページの活用は大きな課題が浮き
彫りになった。それに対し、保護者
アンケートの結果が肯定的評価で
あったことをどのようにとらえるか、
検討が必要である。
教育活動の公開に関しては、学校
公開日や学校行事（運動会・学芸
会）を通じて、教職員も保護者も高
評価を得ることができたと考える。

定期的に学校運営協議会を開催し、
教育活動を周知するとともに、学校
運営についての意見交換を行う。

A A

学校生活の様子について、ホーム
ページの学校日記の更新や学校・学
年便りを通して情報発信する。

学校教育目標  　・　すすんで学ぶ子　（重点）   　　　・　思いやりのある子            　・　じょうぶで元気な子

○目指す学校像・・・・・・・・多様な他者とのかかわりを通して、新しい自分に出会える学校
○目指す児童・生徒像・・・①自己肯定感をもち、自他を大切にできる子供　②分かる喜び・できる喜び・学ぶ喜びを実感できる子供　③小山田小学校が、小山田のまち
が大好きな子供
○目指す教師像・・・・・・・ ①常に学び続け、子供のために職務に励む教職員　②保護者・地域との連携を推進し、信頼される教職員

タイムリーで積極的な情
報発信と公開を通して、
教育活動への理解を求
める。

D A

重点目標の成果と課題  　　教育活動における地域との連携は、年間計画に基づいて各学年において円滑に進行できた。それにはボランティアコーディネーター（ＶＣ）
の協力は大きかった。今後も引き続き、教員とＶＣのつながりを密に行えるようにしていく。働き方改革の視点では、大きな方策が打ち出せているわけではない。どのよ
うな方策が教職員にとって有用なものになるのかをしっかり吟味しなければならない。学校への問い合わせ電話に対して、１月から留守番電話の切り替え時間を延長
したことは具体的な動きとして成果と考える。＜開始時刻を１８：００から１７：３０に変更。解除時刻を７：３０から７：４５に変更＞

学校関係者評価の評価基準例
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目指す学校及び子どもの
姿を家庭や地域社会と共
有・連携した教育課程を実
施する。

地域の環境や人材を生
かした体験的活動（小山
田学習）を企画し、実施
する。

ゲストティーチャーや外部講師、地域
ボランティアを積極的に活用する。

豊
か
な
心
の
涵
養

子供の主体的な活動（日常的な活
動）を重視する。（委員会・クラブ・た
てわり班・係活動など）

A

A

Ａ

健
や
か
な
体
の
育
成

正しい生活習慣を身に付け
させ、丈夫な体とたくましい
心を育てるとともに、自助・
共助・公助の力を身に付け
る安全指導・安全教育を充
実する.

運動の日常化と健康教
育及び食育の充実を図
り、基礎体力の向上を図
る。

A

C

B

C

B

B

A

保健指導や食育を日常的に意識し、
保健だよりや給食だよりを活用し、家
庭と連携した健康教育と食育を推進
する。

校内の安全な生活環境
を整え、バランスのとれ
た安全教育の実施と危
機管理体制を確立する。

学校に必要な持ち物、遊びのルー
ル、廊下・階段の歩行など小山田小
の約束を守って生活する。

毎週木曜日の夕会で危機管理情報
を共有し、関係機関と連携し支援力
を高め、指導充実を図る。

多様性を尊重し、自分と共
に他者を大切にする意識・
意欲・態度を育てる。

生命を大切にする心や
他人を思いやる心、規範
意識等を育む。

道徳科の授業では、道徳的価値に
基づいた「自分を振り返る」時間を設
定する。

互いの人権を尊重する姿勢を育てる
とともに、いじめの見逃しをゼロにす
る。

児童の自己有用感を高
め、人との関わりを通し
て自分も友達も大切にで
きる態度を養う 交通事故防止や不審者対応の安全

意識、ネットマナーなどの育成

学習への興味・関心を高
め、主体的に「学び続け
る」子供を育てる。

子どもが主体的に学び、教
師が導く授業改革を進め、
主体的・対話的で深い学び
を実現することで、基礎的・
基本的な知識及び技能の
確実な習得と思考力、判断
力、表現力等とともに学び
続ける力の育成を図る。

「授業をデザインする８つの取組」を
踏まえた授業改善をすすめる。

自分の考えを多様な方法で表現さ
せ、協働学習を取り入れる。

タブレット等のICT機器を活用し、個
に応じた指導を通して躓きを取り除
き、知識・技能を定着させる。

既習事項を活用した問題解決型、探
究型の学習を展開する。

確
か
な
学
力
の
育
成

A

２０２５年度　町田市立小山田小学校　学校経営計画・学校評価報告書（自己評価・学校関係者評価）

学力向上の短期的な飛躍は
難しいため地道な取組が必
要。教職員は少人数で様々
な業務があり、時間がない
中で授業改革に努力してい
る。授業にＩＣＴを用いた授業
が主流になりつつあり、子供
の興味関心を高める工夫が
されている。しかし、先生方
の人間味のある教育、読書
等の文字に触れる機会も大
切に感じる。小山田学習は
継続の課題がある。放課後
の指導は保護者にはありが
たいことだが、教員に負担が
ないのか心配だ。

道徳心が比較的には身に付
いているように思うが、児童
アンケートに「自分は友達に
大切にされていない」と感じ
ている子供たちがいることが
気になる。友達のどんな言
葉や行動がそう感じさせるの
か。「あいさつ運動」はよい
取組。児童の主体的な活動
は将来に大きな良い影響を
与える。道徳の授業は生活
場面を意識した課題設定を
望む。週１回、生活指導夕
会で情報共有していることは
とても良い。心の成長に合
わせた指導をする教員に感
謝する。情報モラル教育は
時代の要請である。

小山田小学校の子供たちは
運動が好きな子供が多いよ
うに感じる。年２回でも「小山
田フェスタ」を実施しているこ
とは評価すべき取組である。
自分の成長を実感できる視
点を強調したい。放課後に
子供たちから「給食をおかわ
りした！」「でも、もうおなか
減った！」という声も聞か
れ、うれしく思う。食育も大切
であり、体力向上につながる
と期待する。子供たちの自
己肯定感を育むために、自
分を肯定的に認めてくれる
家族や規則正しい生活習慣
が必要と考える。

Ａ

Ｂ

Ａ

子供が「分かるできる
楽しいと自覚できる授
業」を展開する。

地域連携教育活動はボランティア
コーディネーターとの関わりが大き
い。今後も引き続き協力体制を大
切にしていく。
学校運営協議会の運営を円滑に
行いながら、時間設定や内容の充
実を図っていく。授業参観や給食
試食等を今後も継続したい。
教育活動の発信手段として、ホー
ムページの有用性や工夫の有無
を協議する必要がある。
年間３回の学校公開日を維持して
いく。また、次年度は展覧会を予定
しているので、その実施方法を前
回の反省を生かして、工夫・改善し
ていく。

「学力向上」は本校における重要
な課題であり、今後も取り組んで
いかねばならない学校経営の柱で
ある。市教育委員会から出された
指針を意識した授業改善を進めて
はいるが、教職員はまだまだ手ご
たえを感じていないようである。各
教科における基礎基本の学習内
容の定着については教員と保護者
の間で相違がある。小山田学習の
展開はおおむね良好であった。
ＩＣＴの活用については、授業の中
での有効活用に苦慮していること
が数字に表れていると思われる。
読書活動については、数値が低い
（保護者アンケートの肯定的評価５
９．６％）

教職員の意識改革をさらに推進
し、市教育委員会が目指す授業改
革に取り組んでいく。研修時間の
確保や校内研究とのリンクを模索
する。放課後や長期休業中に各学
級で自主的に行っている個別の補
修は保護者の理解の上で継続し
ていきたい。小山田学習は本有の
特色ある教育活動である。しかし、
学級数の減少に伴う教員数の減
少が大きな課題であるため、活動
を継続していくためには、その内容
をよりよい方向でブラッシュアップ
していかねばならない。
ＩＣＴの有効活用については教職員
の意識は高い。
読書活動を推進するために各教科
との結びつきを工夫をしていく。

道徳の授業で「自分事として振り
返る」ことは重要である。教員の認
識が低いように思われる。
いじめに関する対応と児童の意識
が高評価であったことは、望ましい
結果といえる。
上記の２点は豊かな心の涵養に
大きく関わることであるので、今後
もしっかり見とる必要がある。
特別活動を通して子供たちの主体
的活動を重視することは学校経営
でも大きな観点なので、取組指標
の評価をさらに高めていきたい。
交通事故、ＳＮＳ上の問題など安
全指導を今後も重視していく。特
に、保護者の評価ではネットマ
ナーの徹底や情報モラル教育の
充実を望む声が多い。

道徳科の授業のあり方について、
研修する機会をつくり、授業力の
向上を図りたい。
いじめ問題に関する教職員の意識
は高い。引き続き、週１回の生活
指導夕会を活用した情報共有の時
間をしっかり確保していく。
今年度、児童会（代表委員会）が
「あいさつ運動」を主体的に実践し
た。このような士気をもっと広げて
いくために、様々な場面での声掛
けや成功体験を多くする取り組み
を展開したいと考える。
情報モラル教育を推進する視点を
さらに強くしていく。生活指導とも関
連付けながら、定期的な指導が展
開される計画を立案させる。

学校経営の重点　　地域と連携した教育活動の推進、学ぶ意欲を大切にした学習指導、いじめ見逃し０を目指した生活指導、
　　　　　　　　　　　　　かかわりあう力を伸ばす特別活動、働き方改革を意識した校務運営

89.8

70.5

87.4

恵まれた自然環境を十分に
活かし、地域に支えられた
体験活動は素晴らしい。そこ
には子供が保護者に話した
くなる意義ある学びが多く
あった。学校の取組として高
く評価する。ホームページで
の発信も大事だが、子供た
ちから小山田小学校の楽し
さを話してもらえることが大
切だ。それがホームページ
の閲覧数にもつながるので
はないか。学運協との情報
共有は円滑に行われてい
た。臨時会もあったが、一つ
一つの問題に誠実に対応し
ていた。

そ
の
他

C⇒　目標達成には至らないため、次年度の改善が必要
D⇒　重要な課題であるため、次年度、重点的に改善

※　学校からの十分な説明をもとに、学校運営協議会で
成果と課題、改善点について協議する。

3.3

4

1

4

2.5

3.2

体力テストの結果を分析し、体育
の指導に活かすことは不十分と見
る。小山田フェスタの実施など、工
夫した取組は行っているが、運動
の日常化には至っていない。
保健分野や給食指導を通して健康
教育と食育に取り組んできた。体
力向上と合わせ、望ましい基本的
生活習慣の獲得につなげる。
学校生活のきまりを守ることや学
習規律を理解することは児童間で
差が大きい。集団を育てる中で個
への指導を工夫することが課題と
いえる。
週に１回、生活指導夕会を設定し
て、様々な情報交換の時間がある
ことで、教職員に共通理解の意識
が定着している。

3.4

3.3

3.5

3.3

3.9

90.7

100

92.9

59

体力テストの分析、活用は担当部
署を明確にし、結果や方向性を提
案させたい。運動の日常化を目指
す取り組みとして「小山田フェスタ」
を実施している。しかし年間で２回
の取組なので、実質は興味付け程
度になっているため、工夫・改善は
必要であると考える。
きまりを守ることや学習に向かう姿
勢づくりは継続した指導の積み重
ねが大切である。生活指導の月目
標と関連付けたり、日常の出来事
をタイムリーに取り上げたりして、
引き続き意識を高くして取り組んで
いく。
全教職員で事象を理解し、対応を
考える姿勢は重要。今後も有効な
方策として充実させていく。

A

A

A

96.3

97.3

93.6

100

93.6

2.7

3.2

3.4

3.3

4

成果指標平均 ８０％以上⇒評価A
成果指標平均 ７０％以上⇒評価B

成果指標平均 ５５％以上⇒評価C
成果指標平均 ５５％未満⇒評価D


